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1　調査の概要
　遺跡は、村山市東部に位置し、村山市役所から
北西 500 ｍの名取地区の松橋集落の畑地・果樹・
宅地になどの自然堤防に立地しています。南側を
市道浮沼名取線が走ります。遺跡は、平成 11 年
度に山形県教育委員会によって登録され、平成
21 年度に実施された試掘調査の結果、溝跡や柱
穴などが検出され、土師器などの遺物が見つかっ
たことから発掘調査が必要と判断されました。
　今回の調査は、東北中央自動車道（東根 ~ 尾花
沢）建設工事に伴い、事業実施範囲の宅地部分を
除く約 4,200㎡について調査を行いました。　                                                                                                        
　調査は、５月 17 日から開始し、はじめに重機
械を使用して表土を掘削した後、遺構を検出する
ため手作業で土をけずりました。その後、見つかっ

た遺構を丁寧に移植コテで掘り下げていき、出土
した土器とともに写真撮影を行い、断面図や平面
図などの記録をしながら進めました。

２　見つかった遺構と遺物
　今回の調査では、掘立柱建物跡、溝跡、井戸跡、
土坑などが見つかりました。
　建物跡は４棟確認されました。2 間×４間の規
模で北と南に庇（ひさし）をもつもの。２間×４
間の規模で西側に庇をもつもの。この２棟は、そ
の配置から同時期の建物の可能性があります。そ
の他、倉庫と思われる２間×３間の総柱の建物跡、
溝に囲まれた建物跡。そして、塀と考えられる柱
列跡も見つかっています。
　井戸跡は、11 基確認されています。全て素掘

りのもので、その形態の違いから平安時代のもの
と中世のものがあるとも考えられます。中には、
ほぼ完形の土器が出土したもの、埋める際に石を
投げ込んだ様相を示すものも見つかっています。
そして、井戸跡の覆土からは、火山灰が検出され
ました。これは、青森県と秋田県の県境にある
915 年に噴火した十和田火山の火山灰の可能性
があります。調査終了後に、理化学分析を行い明
らかにしていく予定です。
　溝跡は南北と東西に１０条ほど検出されまし
た。調査区を南北に走る溝跡からは青磁片が出土
したことから中世に構築されたと思われます。
　土坑には、焼土と共に多くの土器片が出土した
ものがみつかり、埋戻す際に破損した土器を焼土
と共に廃棄したと考えられます。
　遺物は、平安時代の土師器や須恵器が出土して
おり、その大半は土師器で須恵器は僅かです。
　須恵器は窯で焼かれた灰色の土器で、甕や坏の
破片が多く、壺の底を硯として転用したと思われ
るものも見つかっています。
　土師器は赤褐色の素焼きの土器です。坏や高台
付坏、甕などが出土しました。坏の底部切り離し
痕や器形などから 10 世紀前半の所産と思われま
す。その他、青磁の破片が１点出土しました。

３　まとめ
　今回の調査によって、平安時代と中世にわたる
掘立柱建物跡、井戸跡、土坑、溝、などが検出さ
れるとともに、土師器、須恵器、磁器などが出土
し、加えて溝跡や井戸跡が多く見つかったことか
ら、豊富な水を利用して人々が生活を営んでいた
集落であったことがうかがえます。但し、今回の
遺構の集中域を見ると集落の中心は東側にあると
考えられます。
　今後、北側で調査を行った田向遺跡や田向２遺
跡との関連を検討し、この地域の当時の様相を明
らかにしていきたいと思います。
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遺跡位置図（1/25,000）

遺構の断面図作成（北から）

作業風景（南西から）

調査区全景（北から）
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松橋遺跡遺構配置図（S＝１：300）

掘立柱建物跡
塀 の 柱 列 跡
井　戸　跡

凡　　例

石を入れて埋めた井戸跡（北から）

土器の出土状況（北から）

火山灰が堆積している埋土の状況（東から）

庇をもつ建物跡（南東から）

２間×３間の建物跡（東から）

溝が巡る建物跡（東から）


